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平成21年7月15日(水)
13：30～15：00
アイーナ6階　団体活動室3
平成21年度　第2回NPO活動交流センター運営委員会　議事録
１　出席者

	№
	団体名
	出席者名

	1
	特定非営利活動法人いわてNPO－NETサポート
	高橋　敏彦

	2
	特定非営利活動法人レスパイトハウス・ハンズ
	小野　仁志

	3
	特定非営利活動法人夢ネット大船渡
	岩城　恭治

	4
	特定非営利活動法人＠リアスNPOサポートセンター
	鹿野　順一

	5
	特定非営利活動法人やませデザイン会議
	田中　卓

	6
	特定非営利活動法人いわてNPO事業開発センター
	（欠　席）

	7
	特定非営利活動法人カシオペア連邦地域づくりサポーターズ
	湯川　秀俊

	8
	特定非営利活動法人いわてNPOフォーラム21
	（欠　席）

	9
	岩手県社会福祉協議会
	楢木　英裕

	10
	特定非営利活動法人いわてNPOセンター
	高井　昭平

	11
	特定非営利活動法人いわてNPOセンター
	小菅　直昭

	12
	特定非営利活動法人いわてNPOセンター
	佐藤　文彦

	13
	特定非営利活動法人いわてNPOセンター
	辻本　利枝

	14
	特定非営利活動法人いわてNPOセンター
	工藤　望

	15
	NPO・文化国際課
	吉田　光


２　報告事項

（１）平成20年度NPO活動交流センター管理運営事業評価シート集計結果について
　　第1回運営委員会にて、平成20年度のセンター運営実績ならびに自己評価を提示し、各運営委員へ評価依頼を行った。その結果を集計し、自己評価との照合分析をしたものを委員へ再提示し、今後の課題や21年度事業の方針を説明。
　　前年度の反省点として「自主事業の実施数」「情報発信の質向上」を挙げ、今年度の運営計画に盛り込んだ（２－（２）、（３））

【委員との意見交換】
　・受託範囲はセンター運営が主であり、本来目的である各NPOとのパートナーシップ作

りやセミナー等での支援がしにくい現状である。また、受託者の主催事業がセンター

として協力が十分できない場合が多い。全県を視野に入れた支援センターの運営には、
活動に係る予算確保や委託者の協力が必要ではないか。
　・管理運営の実績のみではなく、各種報告書や予算・実績等も公開してみては。
（２）平成21年度主催・自主事業について
　　前年度不十分だった自主事業を見直し、今年度はセミナー等の自主事業を積極的に開催する旨説明し、周知・開催協力（企画・講師としての参加）・情報提供等を依頼した。

【委員との意見交換】
　・県内各地で行う「リーダー養成セミナー」は、全回センタースタッフが開催すると負担が大きいため、各中間支援NPOの協力を特にお願いしたい。

　・「自主事業」の名目では第一義的な運営実績に反映されない。「（県との）協働事業」として協力を得ては。
・委託費に対しての人的・費用的コストが高いので、自主事業と併せた内容にして欲しい。
（３）NPO活動交流センターホームページリニューアルについて
　現行ホームページの課題として動きが少ないこと挙げ、主にブログを活用したリニューアル案を提示。

【委員との意見交換】
　・ブログは動きがあるので勧める。動画配信をすればより動きが出るのでは？

　　→ホームページ作成に詳しいスタッフを利用し、ぜひ取り入れていきたい。
　・（助成金情報の簡素化について）詳細があるものも申請者には嬉しい。採択の難易度が分かるようにすると面白いのでは？
（４）平成21年度第1四半期運営実績について

（５）県民活動交流センター利用手引き改訂版について

　実績について説明した後、前年度より委員の助言を受けながら協議していた「貸出施設の実費徴収」の方針が固まったことを報告。今回の改訂により【資料代・材料費等の実費に限った徴収を認める】こととした。

３　NPO活動交流センターに対する助言

特になし
【次回以降の開催予定（於　アイーナ）】

　第3回　平成21年9月16日（水）13：30～15：00

　※運営委員会終了後、いわてNPO中間支援ネットワーク会議開催予定
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